
目の健康についてのお知らせ（川崎市の健診制度ではございません）

がん検診・骨粗しょう症検診・歯周病検診に関するお問い合わせ

日本の視覚障害の原因は、緑内障が1位、糖
尿病網膜症が3位、黄斑変性が4位です。ア
イフレイルの症状を緩和したり、見え方を良く
するためには、原因となっている状態を判断
し、適切に対処・治療を行うことが必要です。

1）Morizane, Y. et al.：Jpn J Ophthalmol 63（1）：26, 2019
2）Iwase, A. et al.：Ophthalmology 111（9）：1641, 20＃93
日本眼科学会アイフレイルより引用
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視覚障害の原因疾患は、緑内障が1位

40歳以上の20人に1人が緑内障といわれています。
年に1回の眼科健診※をおすすめします。
※川崎市の公費負担がある健診ではございません。
　お近くの眼科にご相談ください。

お問い合わせ　Tel  0 4 4 - 9 8 2 - 0 4 91
Fax 0 4 4 - 2 0 0 - 3 9 8 6

「川崎市がん検診・特定健診等コールセンター」お問い合わせ

お問い合わせ

お問い合わせ

歯周病

歯周病検診

R8.8

国民の２人に１人が生涯のうちにがんにかかると
言われています。
しかし、がんは早期に発見し適切な治療を受ければ、
治癒率の高い病気でもあります。
また、早期発見・早期治療すれば、
進行がんの治療と比べて総医療費が抑えられます。
（大腸がんの場合、その差は600万円程度という研究結果
があります）



受診したい医療機関に電話等で予約・問い合わせをします。
連絡の時に必ず
「川崎市の●●がん検診の受診を希望」と伝えます。

市内登録医療機関名簿から受診する医療
機関を選びます。
（登録医療機関名簿は市のホームページで
「がん検診」と検索するか、右の二次元
バーコードからご確認ください。）

年齢・住所が確認できるもの
（マイナ保険証、または資格確認書など）
自己負担金が免除される方は各種証明書（※左記参照）

「非課税証明書」（令和８年度受診の場合、同一世帯で平成22年４月１日以前
生まれの方全員分）（※1）
または、最新の「介護保険料納入通知書」（保険料段階が1～4のもののみ）（※2）

※相対生存率は、がん以外の原因で
亡くなる人の影響を除いた数値です。
出典：全国がんセンター協議会の生
存率協同調査（2021年報告）

がん検診 Q&A

（医療機関によって測定方法・
測定部位が異なります）

受診する際は、医療機関窓口にて各種証明書をご提示ください。

「マイナ保険証」、または「資格確認書」等の年齢が確認できるもの

〈登録医療機関名簿〉

※例えば、大腸がん検診では便潜血検査を行いますが、検診で一度でも陽性になった場合は、精密検査（大腸内視鏡
検査等）を受けることが大切です。便潜血検査を再度受けることはがんを見逃すことにつながる可能性があります。
（※出典：（公財）がん研究振興財団「がん検診2025」）

（年度内に70歳になる方も含みます）

予約・問い合わせ


